
市
は
、１０
月
１５
日
に
市
役
所
で
、

鹿
児
島
県
霧
島
市
と
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

市
が
遠
隔
地
と
同
協
定
を
締
結

す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
想
定

さ
れ
る
災
害
の
種
類
が
異
な
る
遠

方
の
都
市
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と

で
、
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
た

場
合
で
も
互
い
に
安
定
し
た
支
援

が
確
保
で
き
ま
す
。

同
協
定
で
は
大
地
震
な
ど
で
被

災
し
た
場
合
、
被
災
市
の
要
請
に

応
じ
て
支
援
物
資
の
提
供
、
児

童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
、
職
員
派

遣
な
ど
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
霧
島
市
と
は
隼

人
舞
を
通
じ
た
交
流
が
あ
り
、
今

回
の
協
定
締
結
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
石
井
市
長
は「
市
民
の
安
全
・

安
心
が
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
霧
島
市
と
の
交
流

を
も
っ
と
深
め
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

問
合
せ
先
＝
安
心
ま
ち
づ
く
り

室
（
☎
６４
・
１
３
０
７
）

市は、来年の全国茶品評会
での玉露産地日本一の奪還に
向け、キャッチフレーズを募
集します。
玉露の産地で知られる京田
辺。伝統の技と豊かな風土で

培われた茶葉は、甘みとコク
があり大変おいしいと高い評
価を得ていますが、同品評会
では 10 年以上ほかの産地に
日本一を奪われています。
来年は、開催地が地元京都

となるため、この機会に京田
辺玉露の日本一奪還に向け、
気運を高める熱いキャッチフ
レーズを募ります。
対象＝どなたでも応募でき
ます
規格＝自由
季節を問わず 1年中使用で
きるものが望ましい。
優秀賞（3点）＝賞状・玉
露茶器を贈呈します
また、作品はのぼりなどに
使用します。
応募方法＝はがきか電子
メールにキャッチフレーズ・

説明・氏名（ふりがな）・住所・
電話番号を書いて応募してく
ださい
電子メールはタイトルを

「玉露キャッチフレーズ応募」
としてください。
しめきり＝ 11 月 30 日㈮

（当日消印有効）
発表＝入賞者へ個別にお知
らせするほか、12 月ごろホー
ムページなどに掲載します
申込・問合せ先＝農政課

（〒 610-0393〈住所不要〉、
☎ 64-1362、メールアドレス
nousei@kyotanabe.jp）

霧
島
市
は
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
面
積
は
約
６
０
４

㎢
で
本
市
の
約
１４
倍
。
人
口
約

１２
万
８
千
人
の
ま
ち
で
す
。
風
光

明
媚
（
め
い
び
）
な
霧
島
連
山
・

温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
霧
島
茶
の
産
地
と
し
て
も
有

名
で
す
。

平
成
１６
年
、
本
市
の
大
住
隼
人

舞
保
存
会
が
当
時
の
隼
人
町
（
現

在
の
霧
島
市
）
に
招
か
れ
る
な
ど

交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
２５
年
に
は
、
大
隅
国
建
国

１
千
３
０
０
年
を
祝
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

10 月 14 日、月読神
社（大住池平）で大住
隼人舞が奉納されまし
た。
大住隼人舞は、7世
紀ごろ南九州の大隅地
方から京田辺の地へ移
り住んだ隼人と呼ばれ
る人々が伝えたとさ
れ、「大住」の地名も「大
隅」に由来しています。
今年は鹿児島県霧島
市の前田市長も、石井
市長と一緒に見学。舞
人を務めた大住中学校
の生徒が、盾伏（た
てふせ）・振剣（ふり
つるぎ）・弓など 6 種
の舞を奉納する様子に
「時空を超えたつなが
りに、古代ロマンへの
思いをはせています」
と話していました。

調印式で握手を交わす前田
霧島市長（右）と石井市長

古代装束を身にまとい、盾・剣・弓を手に舞う中学生


